
青山神明遺跡 令和 5 年度 発掘調査

　愛知県埋蔵文化財センターでは中小河川改良事業（一級河川大山川）に伴い、愛知県建設局河川課の委託を受けて、
令和５年６月より青山神明遺跡の発掘調査を進めてまいりました。青山神明遺跡は愛知県西春日井郡豊山町大字青山
字神明地内にて周知されている遺跡で、弥生時代から江戸時代にかけての遺構と遺物が確認されています。
　今回の調査では、神明公園の西側を３箇所にわけて調査を行い、23A 区は令和 5 年 6 月から 9 月にかけて、23C 区
は令和 5 年 10 月から 12 月にかけて調査を行いました。今回の説明会では 23Ba 区の報告を行います。23A 区と 23C
区の詳細は青山神明遺跡発掘だより１号・２号をご覧ください。
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溝 (573SD ) 遺物出土状況
鎌倉時代の山茶碗の底部が出土しました

土坑 (665SK ) 土層断面
鎌倉時代の陶器の欠片が複数出土しました

23Ba 区　遠景 ( 北上より )
中央に掘立柱建物跡があります

土坑 (671SK) 遺物出土状況
残りの良い古墳時代の須恵器 ( 坏蓋 ) が出土しました

大型土坑 (674SK) 土層断面
大型で、他の遺構と違い黒い均質な土で埋まっていました

23Ba 区　掘立柱建物跡１( 北上より )
白い丸の柱穴が一定間隔で並んでいます

柱穴 (759SP ) 土層断面
古代の灰釉陶器が出土しました。柱を抜いた後に埋まったようです

土坑 (720SK ) 遺物出土状況
古墳時代後期の土師器の口縁が出土しました

青山神明遺跡 23Ba 区 発掘調査写真
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青山神明遺跡 
遺構全体図 (23Ba 区 )

柱穴 781SP 土層断面 ( 東より )
中央にある半円が柱の跡で、周りが掘方です

奈良時代の遺構

鎌倉時代の遺構
江戸時代後期〜近代の遺構

奈良時代 竪穴建物跡 1021SI
竪穴をめぐる周溝と複数の柱穴が見つかりました

古墳時代後期の遺構
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青山神明遺跡　23Ba 区　概要
　青山神明遺跡の 23Ba 区は、神明公園の西側にある地点で、昨年の 12 月
より調査を実施してきました。確認できた遺構と出土遺物は古墳時代から
江戸時代にかけてのものがありました。主な遺構には、古墳時代後期の土
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の破片が多数確認されました。
　以上により 23Ba 区では古墳時代後期から鎌倉時代にかけての集落が営
まれ、中世には集落の周囲を溝で囲っていたものと考えられます。

溝 529SD 土層断面状況 ( 東より )
溝としていますが、井戸の可能性もあります。

青山神明遺跡　全体図
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